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慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
初
代
津
山

藩
主
森
忠
政
は
、
美
作
国
の
入
国
と
同
時

に
津
山
城
の
築
城
と
城
下
町
の
整
備
、
国

内
の
検
地
と
共
に
街
道
の
整
備
に
着
手
し

ま
す
。

　

鏡
野
町
域
を
通
る
主
な
街
道
は
、
津
山

城
下
町
か
ら
伯
耆
国
（
鳥
取
県
）
倉
吉
を

結
ぶ
倉
吉
往
来
（
伯
耆
往
来
・
倉
吉
街
道
）

で
し
た
が
、
現
在
の
国
道
一
七
九
号
と
は

大
き
く
違
い
ま
す
。

　

当
時
の
倉
吉
往
来
の
ル
ー
ト
は
、
津
山

城
の
大
手
、
京
橋
口
を
起
点
に
し
、
椿
高

下
の
八
子
坂
か
ら
総
社
宮
前
を
通
過
し
て

北
上
し
、
一
宮
か
ら
西
田
辺
を
経
て
、
有

木
乢
を
越
え
て
香
々
美
中
村
（
香
々
美
）

へ
至
り
ま
す
。香
々
美
中
村
か
ら
は
、香
々

美
川
を
北
上
す
る
形
で
藤
屋
・
寺
和
田
・

百
谷
を
通
過
し
、
百
乢
を
越
え
て
養
野
へ

た
ど
り
着
き
ま
す
。
そ
し
て
上
養
野
か
ら

北
上
し
て
福
見
に
至
り
、
福
見
か
ら
奥
津

へ
着
き
、
こ
こ
か
ら
吉
井
川
を
渡
り
、
川

沿
い
に
西
岸
を
北
上
し
、
上
齋
原
か
ら
は

人
形
仙
川
を
北
上
し
て
人
形
仙
峠
か
ら
伯

耆
国
穴
鴨
（
三
朝
町
）
へ
と
至
る
も
の
で
、

『
作
陽
誌
』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
刊
）

に
よ
れ
ば
八
里
五
丁
、
つ
ま
り
約
三
一
・

七
㎞
に
及
ぶ
道
程
で
し
た
。

　

当
時
、
街
道
に
は
宿
場
町
（
宿
駅
）
が

置
か
れ
ま
し
た
。
宿
場
町
と
は
、
旅
人
の

た
め
の
宿
を
提
供
し
た
り
、
物
資
運
送
の

た
め
の
人
馬
の
手
配
な
ど
を
行
う
町
で
、

人
や
物
資
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
倉
吉
往
来
で
は
、
香
々
美
中

村
新
町
・
奥
津
・
上
齋
原
の
三
ヶ
所
に
宿

場
町
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
奥

津
と
上
齋
原
は
従
来
存
在
し
た
集
落
を
宿

場
町
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
が
、

香
々
美
中
村
新
町
に
つ
い
て
は
、
倉
吉
往

来
の
整
備
に
伴
い
、
宿
駅
と
し
て
村
内
に

新
た
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、「
新
町
」

の
地
名
は
こ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

津
山
城
下
町
か
ら
奥
津
ま
で
は
、
か
な
り

の
距
離
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に
宿

駅
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

新
町
が
成
立
し
た
年
代
は
記
録
に
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
寛
永

年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
五
）
に
は
成

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
百
乢
は
坂
道
で
後
ろ
か
ら
登
る

人
が
、
前
を
行
く
人
の
太
腿
が
見
え
る
ほ

ど
急
で
あ
っ
た
た
め
「
も
も
だ
わ
」
の
名

が
つ
い
た
と
『
作
陽
誌
』
に
書
か
れ
て
い

る
く
ら
い
、
倉
吉
往
来
の
中
で
は
最
も
難

所
で
、『
美
作
略
史
』（
明
治
十
四
〈
一
八

八
一
〉
刊
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）に
、津
山
藩
は
茶
屋
を
設
置
し
て
、

年
間
米
三
石
の
手
当
を
出
し
、
積
雪
等
の

た
め
通
行
困
難
の
者
が
利
用
す
る
休
憩
所

と
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
峠
か
ら
養
野
側

に
少
し
下
っ
た
所
に
、
茶
屋
跡
の
石
垣
ら

し
き
も
の
が
残
り
、
峠
に
は
「
御
茶
屋
朝

倉
平
右
エ
門
」
と
刻
ま
れ
た
地
蔵
が
建
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
形
仙
峠
に
も
同
様

に
茶
屋
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
茶
屋
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
）
ま
で
北
條
県
・
岡

山
県
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
倉
吉
往
来
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
前
期
頃
ま
で
津
山
―
倉
吉
間
の
主

要
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
や

が
て
馬
車
や
人
力
車
な
ど
交
通
手
段
の
発

達
に
伴
い
、
急
な
峠
を
往
来
す
る
道
は
避

け
ら
れ
、
旧
国
道
一
七
九
号
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
る
と
、
百
乢
や
人
形
仙
峠
の
道

は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
路
傍
に
は
道
標

や
石
地
蔵
が
残
り
、
往
時
を
偲
び
ま
す
。
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